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　三陸の海は親潮と黒潮が複雑に混ざりあっている海域である。さらにエルニーニョ南方振動や太平洋十年規

模振動といった全球規模の気候変動などにより、三陸周辺海域にもたらされる水塊は変化すると考えられ、そ

のことは三陸沖の海洋生態系にも影響を与える可能性がある。しかし、エルニーニョ南方振動のような大気海

洋相互作用のダイナミクスで生じる現象が、現在進行中の地球温暖化にどのように対応し、さらに地域的な海

洋循環にどのような影響を与えるかは、まだ充分に明らかになっていない。 

 

　1950年代から1960年代にかけて行われた核実験により、地球の大気中の放射性炭素濃度（Δ14C）は2倍に

増加した。この人為的に生成された放射性炭素「bomb-14C」は、二酸化炭素の大気―海洋ガス交換を通じて

海洋表層に拡散し、湧昇や移流などの水塊混合現象の研究に有用なトレーサーとして利用されてきた。Δ14

Cを用いた水塊混合復元研究は、低緯度域では造礁サンゴを用いた研究が進められてきているが1, 2、サンゴが

生息しない高緯度海域では限られている3, 4。先行研究4では、エゾアワビ貝殻が4年以上の長期的な水塊変動の

情報を記録しており、季節スケールでのΔ14C測定も可能であることが示されたが、そこでは貝殻と海水のΔ14

Cとの系統的な比較は行われていないという問題があった。 

 

　本研究では、東京大学大気海洋研究所のシングルステージ型加速器質量分析計を用いて、エゾアワビ（

Haliotis discus hannai）の貝殻のΔ14C値と海水のΔ14C値を測定し、それらの値と変動パターンの比較を行

う。アワビの貝殻と海水は、いずれも2022年5月および6月にかけて大槌湾の入り口付近で採取されたもので

ある。大槌湾は北西太平洋に面した三陸海岸に位置する。表層では、日本海からの津軽暖流が、亜寒帯北太平

洋からの冷たくΔ14Cが低い親潮と合流し、さらに亜熱帯北太平洋からの暖かくΔ14Cが高い黒潮と合流する複

雑な水塊混合が起きている海域である。同じ時期、同じ場所で採取されたアワビ殻と海水のΔ14C値を比較す

るのは本研究が初めてである。発表では、その結果に基づき、アワビの貝殻試料を用いた水塊混合復元研究の

可能性について議論する。 
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